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2広報せたな

食特集

食育

　

「
食
育
」
と
い
う
言
葉
は
、
新
し
い

言
葉
で
は
な
く
、「
体
育
」、「
知
育
」、

「
才
育
」、「
徳
育
」
と
並
ぶ
「
五
育
」

の
一
つ
と
し
て
明
治
時
代
か
ら
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
食
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
す
る
中
で
、「
食
育
」
が

改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

実実実実実実実実実実
りりりりりりりりりり
のののののののののの
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋

実
り
の
秋
。。。。。。。。。。。

自自自自自自自自自自
然然然然然然然然然然
のののののののののの
恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵
みみみみみみみみみみ
とととととととととと
大大大大大大大大大大
事事事事事事事事事事
にににににににににに
育育育育育育育育育育
てててててててててて
てててててててててて
くくくくくくくくくく
れれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたた
生生生生生生生生生生
産産産産産産産産産産
者者者者者者者者者者
のののののののののの
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささささささ
んんんんんんんんんん

自
然
の
恵
み
と
大
事
に
育
て
て
く
れ
た
生
産
者
の
皆
さ
ん
ににににににににににに

改改改改改改改改改改
めめめめめめめめめめ
てててててててててて
感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
しししししししししし
なななななななななな
がががががががががが
らららららららららら
、、、、、、、、、、「「「「「「「「「「
食食食食食食食食食食
」」」」」」」」」」
をををををををををを
考考考考考考考考考考
ええええええええええ
てててててててててて
みみみみみみみみみみ
まままままままままま
せせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんん
かかかかかかかかかか

改
め
て
感
謝
し
な
が
ら
、「
食
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？？？？？？？？？？？

「「「「「「「「「「
食食食食食食食食食食
」」」」」」」」」」
はははははははははは
、、、、、、、、、、
人人人人人人人人人人
をををををををををを
良良良良良良良良良良
くくくくくくくくくく
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
ここここここここここ
とととととととととと
だだだだだだだだだだ
かかかかかかかかかか
らららららららららら

「
食
」
は
、
人
を
良
く
す
る
こ
と
だ
か
ら
……………………………
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姿
食
育
と
は

　

「
食
育
」
と
は
、
平
成　

年
に
施
行

１７

さ
れ
た
「
食
育
基
本
法
」
の
中
で
「
①

生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
り
、
知
育
、

徳
育
お
よ
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ

き
も
の
。
②
「
食
」
に
関
す
る
知
識

と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
。」
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
力

で
正
し
い
「
食
」
を
選
び
、
好
ま
し

い
食
習
慣
と
豊
か
な
心
を
身
に
つ
け

る
教
育
や
取
り
組
み
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

姿
な
ぜ
食
育
が
必
要
？ 

　

食
生
活
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の

変
化
に
伴
い
、「
食
」
を
め
ぐ
る
問
題

と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

繋
食
の
変
化

　

近
年
、「
外
食
」
や
調
理
済
み
食
品

な
ど
の
「
中
食
」（
な
か
し
ょ
く
）
を

利
用
す
る
食
の
外
部
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
働
く
女
性
や
単
独

世
帯
の
増
加
に
よ
る
調
理
時
間
の
節

約
や
自
宅
で
作
る
よ
り
経
済
的
な
ど

の
理
由
に
よ
る
も
の
で
、
加
え
て
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、

家
族
で
楽
し
く
食
卓
を
囲
む
機
会
が

少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

罫
栄
養
の
偏
り

　

昭
和　

年
代
中
ご
ろ
に
は
、
摂
取

５０

す
る
栄
養
素
の
熱
量
バ
ラ
ン
ス
が
ほ

ぼ
適
正
な
「
日
本
型
食
生
活
」
が
実

現
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、

米
の
消
費
減
少
、
畜
産
物
・
油
脂
の
過

剰
摂
取
や
野
菜
の
摂
取
不
足
な
ど
の

栄
養
の
偏
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

茎
不
規
則
な
食
事

　

朝
食
を
食
べ
な
い
な
ど
の
不
規
則

な
食
事
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

下
図
は
、
平
成　

年
度
の
北
渡
島

１９

檜
山
地
域
（
せ
た
な
町
、
八
雲
町
、

長
万
部
町
、
今
金
町
）
に
お
け
る
「
朝

食
を
食
べ
な
い
こ
と
が
あ
る
及
び
ほ

と
ん
ど
食
べ
な
い
人
」
の
割
合
を
示

し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
幼
児
期
か
ら
朝

食
を
食
べ
な
い
状
況
が
み
ら
れ
、
学

年
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
全
国
平
均
よ
り
高
い
水
準
で
、

そ
の
理
由
は
主
に
、「
食
欲
が
な
い
か

ら
」「
時
間
が
な
い
か
ら
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
朝
食
を
欠
食
す
る
子
ど
も

は
「
つ
か
れ
る
」、「
い
ら
い
ら
す
る
」

な
ど
を
感
じ
る
割
合
が
高
い
こ
と

や
、
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
子
ど
も
の

方
が
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
や
体
力
テ
ス

ト
の
得
点
が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

荊
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加

　

近
年
で
は
、
肥
満
と
生
活
習
慣
病

の
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。
男
性
で

は
、
肥
満
で
あ
る
の
に
体
重
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
心
が
け
て
い
な
い
人
が
多

い
の
に
対
し
、
女
性
の
場
合
は
、
若

い
世
代
を
中
心
に
や
せ
て
い
る
人
の

割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
過
度
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

蛍
食
の
海
外
へ
の
依
存
の
問
題

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
、
世
界
の

先
進
国
の
中
で
最
低
水
準
の　

％
４０

で
、
食
を
大
き
く
海
外
に
依
存
し
て

い
ま
す
。

計
伝
統
あ
る
食
文
化
の
喪
失

　

生
活
水
準
が
向
上
し
て
い
く
中

で
、
人
々
は
多
様
な
食
生
活
を
楽
し

む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
地
域
で
育
ま
れ

て
き
た
多
彩
な
食
文
化
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

詣
食
に
関
す
る
感
謝
の
念
と
理
解

　

我
が
国
で
は
、
食
品
業
界
や
家
庭

に
お
け
る
食
べ
残
し
や
消
費
期
限
切

れ
な
ど
に
よ
っ
て
食
品
を
大
量
に
廃

棄
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
全
な
食
生
活
の
実
現
に

欠
か
せ
な
い
食
に
関
す
る
知
識
や
判

断
力
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

警
食
の
安
全
上
の
問
題

　

国
内
外
の
残
留
農
薬
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、

食
品
表
示
偽
装
な
ど
の
発
生
に
よ
っ

て
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
国
民
の

関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

軽
５
種
類
の
こ
食

　

核
家
族
化
、
共
働
き
の
増
加
、
受

験
や
塾
な
ど
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
変
化
し
、
時
間
に
追
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
家
庭
の
食
事
で
は
５

種
類
の
「
こ
食
」
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

①
孤
食
…
同
じ
屋
根
の
下
で
あ
り
な

が
ら
、
家
族
の
食
事
時
間
が
バ
ラ
バ

ラ
で
、
一
人
で
食
べ
る
こ
と
が
多
い
。

食育
特
集

平成１９年度　北渡島檜山地域の朝食欠食率

保育所 小２ 中２幼稚園 小５ 計

7.4

11.7

3.3

7.6

14.3

9.9
8.6
9.8

13.514.3

29.2 28.5

19.519.7

0

5

10

15

20

25

30 せたな町

全体

保護者

朝
食
欠
食
率
（
％
）
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姿
町
の
「
食
」
へ
の
取
り
組
み

［
教
育
分
野
］

●
学
校
給
食
を
通
し
た
取
り
組
み

・
地
産
地
消
の
推
進

・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応

●
栄
養
教
諭
に
よ
る
授
業
支
援

●
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
地
域
専
門

総
合
連
携
調
査
研
究
事
業

［
保
健
福
祉
分
野
］

●
せ
た
な
町
栄
養
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
開
催

●
料
理
教
室
の
実
施

・
お
や
こ
料
理
教
室

・
ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

・
男
の
料
理
教
室

●
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
栄
養
相

談
を
実
施

②
個
食
…
家
族
で
食
卓
を
囲
ん
で
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
食
べ
る
も
の
が
バ

ラ
バ
ラ

③
固
食
…
自
分
の
好
き
な
決
ま
っ
た

も
の
し
か
食
べ
な
い
。

④
小
食
…
い
つ
も
食
欲
が
な
く
、
食

べ
る
量
が
少
な
い
。

⑤
粉
食
…
パ
ン
中
心
の
、
粉
を
使
っ

た
主
食
を
好
ん
で
食
べ
る
。

　

こ
れ
ら
の
食
を
め
ぐ
る
問
題
に
対

す
る
抜
本
的
な
解
決
の
た
め
に
は
、

行
政
、
地
域
、
家
庭
が
一
体
と
な
っ

て
「
食
育
」
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

姿
食
育
の
ス
ス
メ

　

学
校
や
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で

は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培
や
田
植
え
、

イ
カ
釣
り
な
ど
を
通
じ
て
「
食
」
に

関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
町
で
も
各
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
家
庭
で
の
食
事
が
食
生
活

の
お
よ
そ　

％
を
占
め
る
と
い
う
こ

８０

と
か
ら
、
家
庭
で
の
役
割
が
大
切
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
豊
か
な
自
然
や

生
命
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
「
こ

こ
ろ
」
を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
「
食
育
」。
心
も
身
体
も
人
を
良
く

す
る
「
食
」
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
毎
日
の

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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姿
地
産
地
消
料
理
講
習
会

［
ひ
や
ま
漁
協
瀬
棚
支
所
女
性
部
］

　

ひ
や
ま
漁
協
瀬
棚
支
所
女
性
部

（
能
代
恵
子
部
長
）
は
、
夕
市
、
ふ
れ

あ
い
市
場
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
協
力
の
ほ
か
、
地
産
地
消
に
つ
な

げ
よ
う
と
部
員
を
対
象
に
し
た
「
地

産
地
消
料
理
講
習
会
」
を
開
い
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
７
月
６
日
（
日
）、

せ
た
な
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

札
幌
市
で
居
酒
屋
の
店
長
を
し
て
い

る
鈴
木
明
氏
（
今
金
町
出
身
）
を
講

師
に
招
き
、
地
元
で
と
れ
る
ヒ
ラ
メ
・

ホ
ッ
ケ
・
イ
カ
を
使
っ
た
料
理
６
品

の
作
り
方
を
習
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
ど
の
食
材
も
あ
ま
す
こ

と
な
く
使
っ
て
、
ひ
と
手
間
加
え
る

だ
け
で
美
味
し
い
料
理
が
で
き
る
こ

と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

姿
女
性
ふ
れ
あ
い
消
費
者
交
流
会

［
北
檜
山
区
女
性
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
］

　

北
檜
山
区
女
性
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
（
佐
藤
京
子
代
表
）

は
、
毎
年
農
作
業
が
一
段
落
す
る
冬

場
に
、
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

「
女
性
ふ
れ
あ
い
消
費
者
交
流
会
」
を

開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
消
費
者

に
地
元
農
産
物
の
本
当
の
美
味
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
今
年

は
、
１
月　

日
（
土
）
に
行
わ
れ
、

２６

「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
た
ま
ね
ぎ
と
そ
ば

サ
ラ
ダ
」、「
牛
乳
豆
腐
の
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
」、「
ト
マ
ト
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
」
な
ど
素
材
を
い
か
し
た
ヘ
ル

シ
ー
な
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理　

品
を
試

１２

食
し
な
が
ら
野
菜
の
う
ま
み
を
引
き

出
す
調
理
の
コ
ツ
な
ど
が
生
産
者
か

ら
消
費
者
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

姿
農
作
物
Ｐ
Ｒ
看
板

［
Ｊ
Ａ
き
た
ひ
や
ま
青
年
部
］

　

Ｊ
Ａ
き
た
ひ
や
ま
青
年
部
で
は
、

毎
年
、
農
作
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
ユ

ニ
ー
ク
な
看
板
を
製
作
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
作
品
は
、「
ラ
ラ
ラ
ラ
イ

ス
」
で
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

 

姿
北
の
白
虎
ブ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル

［
新
函
館
農
協
若
松
支
店
］

　

北
檜
山
区
若
松
地
域
は
、
会
津
若

松
に
ゆ
か
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
新
函

館
農
協
若
松
支
店
で
は
、
白
虎
隊
風

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
北
の
白
虎
ブ
ラ

ン
ド
シ
ー
ル
と
し
て
地
元
産
の
農
作

物
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

［
産
業
分
野
］

●
地
産
地
消
の
推
進

・
せ
た
な
町
地
産
地
消
推
進
会
議

・
ふ
れ
あ
い
市
場
開
設
事
業

●
安
全
・
安
心
な
農
水
産
物
の
生
産

支
援

●
有
機
、
イ
エ
ス
！
ク
リ
ー
ン
展
開

食育
特
集

「食」への取り組み

↓
平
成　

年
の
作
品

２０

↓
平
成　

年
の
作
品

１９
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問い合わせ先
せたな警察署生活安全係

殺0137-84-6110（内261）

せたな警察署からのお知らせ

　１０月１１日から始まる全国地
域安全運動行事の一環として、
「安全・安心どさんこ運動啓発
住民安全大会」を開催します。
　皆さまのご参加お待ちして
います。

●と　き／１０月１４日（火）
　　　　　午後６時から
●ところ／ふれあいプラザ
●内　容／①ほくとくんとち
びっこ警察官による安全・安心
のおねがい②振り込め詐欺防
止対策についての講演③せた
な警察署ふれあいバンド演奏
④檜山北高等学校吹奏楽局に
よる「ふれあいコンサート」
など

安全・安心どさんこ
運動啓発住民安全大会

北海道警察音楽隊
　安全・安心どさんこ運動の普
及啓発活動の一環として、北海
道警察音楽隊・カラーガード隊
による「ふれあいコンサート」
を開催します。皆さまのご来
場お待ちしています。

●と　き／１０月２１日（火）
　　　　　午後６時３０分～
●ところ／せたな町民体育館
●内　容／①道警音楽隊・カ
ラーガード隊によるふれあい
コンサート②カラーガード隊
によるドリル演奏③檜山北高
等学校吹奏楽局とのジョイン
トコンサートなど
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コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館館

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

っ
て
み
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
う
！
ととととととととととととととととととととととととととととと
ななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

と
な
り
まままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
ち
～

長
万
部
町                                      

～
長
万
部
町
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド
～

植
木
蒼
悦
記
念
館

水
墨
画
家
と
し
て
評
価
が
高
く
、
俳
人
と
し
て
も

し
ら
れ
る
植
木
蒼
悦
の
作
品
を
展
示
。
独
特
の
河

童
の
絵
や
、
油
彩
画
、
句
書
な
ど
、
い
ず
れ
も
味
わ

い
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
、
何
度
も
河
童
絵
の
前

に
た
た
ず
む
遠
来
客
も
多
い
。〔
入
場
無
料
〕
●
場

所
／
高
砂
町
（
セ
ン
タ
ー
通
り
）
●
時
間
／
午
前

　

時
～
午
後
４
時
●
休
館
日
／
月
曜
日
●
問
い
合

１０わ
せ
先
／
教
育
委
員
会
事
務
局 
殺
０
１
３
７
７
・

２
・
２
７
４
８

八
雲
町                                         

第　

回
や
く
も
大
漁
秋
味
ま
つ
り

１９

八
雲
の
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
『
や
く
も
大
漁
秋
味

ま
つ
り
』。
浜
の
男
の
心
意
気
と
ば
か
り
に
、
サ
ケ

や
水
産
加
工
品
、
八
雲
の
物
産
を
格
安
販
売
鎧
ま

た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
豪
華
景
品
の
当
た

る
ゲ
ー
ム
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
ご
家
族
・
ご
友
人
ご
一
緒
に
お
こ
し
く
だ
さ

い
。
●
日
時
／　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時　

分

１０

２６

３０

～
午
後
１
時
●
会
場
／
八
雲
漁
港
特
設
会
場
●
問

い
合
わ
せ
先
／
八
雲
町
漁
業
協
同
組
合 
殺
０
１
３

７
・
６
２
・
３
１
０
１

八
雲
町
熊
石
地
域                            

ひ
ら
た
な
い
温
泉
あ
わ
び
の
湯

「
あ
わ
び
」
に
こ
だ
わ
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
「
あ

わ
び
の
湯
」
で
は
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
風
呂
が
「
海
洋

深
層
水
風
呂
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
分

を
豊
富
に
含
ん
だ
海
洋
深
層
水
は
、
皮
膚
病
な
ど

に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
程
良
い
泡

の
刺
激
と
共
に
、
疲
れ
た
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
鎧

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
営
業
時
間
／
午
前

　

時
～
午
後
９
時
（
年
中
無
休
）
●
入
浴
料
／
大

１０人
４
５
０
円
、
小
人
２
０
０
円
●
問
い
合
わ
せ
先

／
国
民
宿
舎
ひ
ら
た
な
い
荘 
殺
０
１
３
９
８
・
２
・

３
３
３
０

今
金
町                                         

～
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
～

奥
美
利
河
温
泉
山
の
家

health

女
性
に
多
い
悩
み
、
尿
も
れ
の
お
話
［
前
編
］

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

～
珍
し
く
は
な
い
、
女
性
の
尿
も
れ
～

今月の担当

大成区

安藤 麗香です

姿
珍
し
く
は
な
い
、
女
性
の
尿

も
れ

　
　

歳
代
以
降
の
女
性
の
４
人
に
１

４０
人
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
「
尿
も

れ
」。
せ
た
な
町
の
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
検
診
受
診
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
（
計
３
２
１
名
回
答
）
に
お

い
て
も
、「
笑
っ
た
り
、
咳
を
し
た
時

に
尿
が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
」
の
設
問
に
対
し
て　

歳
代
か

４０

ら
「
よ
く
あ
る
・
時
々
あ
る
」
の
回

答
が
約
半
数
を
占
め
、　

歳
代
で
も

３０

約
３
割
の
女
性
が
「
あ
る
」
と
回
答

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
若
い
年
齢
で
あ
っ
て

も
症
状
の
あ
る
人
は
多
く
、
尿
も
れ

は
決
し
て
珍
し
い
出
来
事
で
は
な
い

と
言
え
ま
す
。

姿
尿
が
出
る
ま
で
の
し
く
み

　

尿
は
腎
臓
で
つ
く
ら
れ
、
膀
胱
に

た
め
ら
れ
ま
す
。
膀
胱
の
容
量
は
５

０
０
悪
程
度
で
す
が
、
３
０
０
～
４

０
０
悪
の
尿
が
た
ま
る
と
尿
意
を
覚

え
ま
す
。
そ
こ
で
、
ト
イ
レ
に
行
く

こ
と
で
排
尿
で
き
る
状
態
が
整
っ

て
、
は
じ
め
て
脳
か
ら
「
尿
を
出
す
よ

う
に
」
と
い
う
指
令
が
出
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
排
尿
は
脳
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
膀
胱
に
尿
が
た
ま
っ
て
も
、

も
れ
な
い
よ
う
に
で
き
る
の
は
、
尿

道
の
ま
わ
り
に
あ
る
筋
肉
が
縮
ん

で
、
尿
を
せ
き
止
め
て
い
る
か
ら
で

す
。
尿
を
出
す
時
に
は
、
こ
れ
ら
の

筋
肉
が
ゆ
る
ん
で
尿
道
が
開
く
と
と

も
に
、
膀
胱
が
収
縮
し
て
尿
を
押
し

出
す
た
め
、
尿
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
る

の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
尿
も
れ
は
何
ら
か
の
原

因
で
脳
や
尿
を
せ
き
止
め
て
い
る
筋

肉
が
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
で
起
こ
る
の
で
す
。
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春
・
夏
と
は
ひ
と
味
違
う
秋
の
奥
美
利
河
温
泉
山

の
家
、
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
露
天
風
呂
に
つ
か
り
、

心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
●
日
帰
り
入
浴
／
大
人
３
０
０
円
、
小
学

生
１
５
０
円
、
幼
児 
無
料
●
宿
泊
（
１
泊
２
食
付
）

／
大
人
５
、
５
５
７
円
～
※ 
冬
期
間
休
業
の
た
め

　

月
い
っ
ぱ
い
の
営
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
お

１０早
め
に
！
●
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
／
ク
ア
プ
ラ

ザ
ピ
リ
カ 
殺
０
１
３
７
・
８
３
・
７
１
１
１

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

田
園
の
湯
宿
「
ね
と
い
温
泉
」

田
園
に
囲
ま
れ
た
温
泉
宿
で
、
家
庭
的
な
雰
囲
気

が
心
を
和
ま
せ
ま
す
。
●
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
／

特
製
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
ヤ
マ
ベ
の
甘
露
煮
、
ニ
ジ

マ
ス
料
理
、
山
菜
料
理
●
宿
泊
（
１
泊
２
食
付
）

／
６
、８
７
０
円
～
●
日
帰
り
入
浴
／
大
人
４
０

０
円
、
小
人
２
０
０
円
●
泉
質
／
食
塩
泉
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
イ
オ
ン
泉
●
効
能
／
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、

慢
性
皮
膚
病
、
婦
人
病
、
冷
え
性
な
ど
●
問
い
合

わ
せ
・
予
約
先
／
ね
と
い
温
泉 
殺
０
１
３
７
・
８

４
・
５
１
４
１

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

公
営
温
泉
浴
場
「
や
す
ら
ぎ
館
」

弱
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
で
、
冷
え
性
、
神
経
痛
、
火
傷

な
ど
に
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。
美
肌
効
果
が
あ
る

成
分
も
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
●
場
所
／
瀬

棚
区
本
町
（
旧
国
鉄
瀬
棚
駅
跡
地
）
●
営
業
時
間

／
午
前　

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
※
毎
月
第
１
・

１０

３
月
曜
日
定
休
●
入
浴
料
／
大
人
３
５
０
円
、
中

人
１
４
０
円
、
小
人
７
０
円
●
問
い
合
わ
せ
先
／

や
す
ら
ぎ
館 
殺
０
１
３
７
・
８
７
・
３
８
４
１

せ
た
な
町
大
成
区                            

秘
湯
『
湯
と
ぴ
あ
臼
別
』

静
か
で
情
緒
あ
ふ
れ
る
「
湯
の
里
」
と
し
て
評
判

の
こ
の
温
泉
。
今
の
時
期
、
露
天
風
呂
か
ら
見
る

紅
葉
が
絶
景
で
す
。
冬
期
間
ま
で
期
間
限
定
、　

１１

月
末
ま
で
入
浴
Ｏ
Ｋ
で
す
。
●
場
所
／
せ
た
な
町

大
成
区
宮
野
（
国
道
沿
に
看
板
あ
り
）
●
入
浴
料

／
無
料
（
お
心
の
あ
る
方
に
清
掃
協
力
金
と
し
て

１
０
０
円
頂
い
て
い
ま
す
。
）
●
問
い
合
わ
せ
先
／

せ
た
な
町
大
成
総
合
支
所
産
業
建
設
課
商
工
労
働

観
光
係 
殺
０
１
３
９
８
・
４
・
５
５
１
１

姿
尿
も
れ
に
も
タ
イ
プ
が
あ
る

　

一
言
で
尿
も
れ
と
い
っ
て
も
、
実

は
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
一
つ
の
タ
イ
プ
だ
け
で
は
な
く

合
わ
さ
っ
た
タ
イ
プ
の
尿
も
れ
も
あ

り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
原
因
は
違
い
ま
す
。

● 
腹
圧
性 
尿
失
禁

ふ
く
あ
つ
せ
い

　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
や

笑
っ
た
時
、
重
い
も
の
を
持
っ
た
時

な
ど
、
尿
意
が
な
い
の
に
少
量
の
尿

が
も
れ
て
し
ま
う
タ
イ
プ
。
出
産
な

ど
に
よ
る
骨
盤
周
囲
の
筋
肉
の
ゆ
る

み
が
原
因
。
出
産
や
加
齢
に
よ
っ
て

尿
道
や
膀
胱
の
位
置
が
変
形
し
た

り
、
締
ま
り
が
悪
く
な
っ
て
起
こ
る
。

● 
切
迫
性 
尿
失
禁

せ
っ
ぱ
く
せ
い

　

尿
意
を
感
じ
、
急
い
で
ト
イ
レ
に

向
か
っ
て
も
、
間
に
合
わ
な
い
タ
イ

プ
。
尿
意
や
刺
激
に
反
応
し
て
膀
胱

が
勝
手
に
収
縮
し
て
し
ま
う
こ
と
で

起
こ
る
。
膀
胱
が
過
敏
に
収
縮
し
て

し
ま
う
の
に
は
、
寒
さ
や
湿
気
の
多

さ
、
冷
え
、
生
理
の
前
、
性
交
、
冷

た
い
水
の
使
用
、
流
れ
る
水
の
音
を

聞
い
た
時
の
刺
激
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。

● 
溢
流
性 
尿
失
禁

い
つ
り
ゅ
う
せ
い

　

排
尿
が
う
ま
く
で
き
ず
膀
胱
い
っ

ぱ
い
に
尿
が
た
ま
り
、
少
し
ず
つ
も

れ
て
し
ま
う
タ
イ
プ
。
尿
意
が
は
っ

き
り
し
な
い
、
出
に
く
い
・
残
尿
感
が

あ
る
な
ど
の
症
状
が
あ
る
。
原
因
と

し
て
は
、
膀
胱
の
出
口
の
閉
塞
で
、

男
性
高
齢
者
の
前
立
腺
肥
大
症
が
代

表
的
。

姿
こ
ん
な
あ
な
た
は
要
注
意
涯

　

あ
な
た
の
「
ち
ょ
っ
と
モ
レ
」
危

険
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
チ
ェ
ッ
ク
の
多
い
人
は
要
注
意

で
す
。

　

例
え
ば
、
太
っ
て
い
る
人
や
便
秘

気
味
の
人
で
よ
く
り
き
む
こ
と
が
あ

る
人
は
、
骨
盤
や
尿
の
出
口
を
支
え

て
い
る
骨
盤
底
筋
群
に
大
き
な
負
担

が
か
か
る
こ
と
に
よ
り
尿
の
出
口
周

辺
が
次
第
に
緩
く
な
る
か
ら
な
の
で

す
。
こ
の
他
に
も
、
立
ち
仕
事
が
多

く
重
い
荷
物
を
持
ち
あ
げ
る
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
る
人
、
コ
ル
セ
ッ
ト

を
着
用
し
て
い
る
人
、
子
宮
筋
腫
な

ど
の
子
宮
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
人
も

尿
も
れ
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
血
圧
を
下
げ
る
薬
や
気
管

支
拡
張
薬
に
よ
る
副
作
用
、
脳
神
経

系
の
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
も
尿
も
れ

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

姿
更
年
期
と
尿
も
れ
の
関
係

　

女
性
の
場
合
、　

歳
代
か
ら
尿
も

４０

れ
が
気
に
な
る
人
が
増
え
る
の
は
、

更
年
期
に
よ
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減

少
も
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
女

性
ホ
ル
モ
ン
が
減
る
こ
と
で
尿
道
の

粘
膜
が
萎
縮
し
た
り
、
骨
盤
全
体
を

支
え
る
筋
肉
が
細
く
な
る
な
ど
尿
を

出
す
た
め
の
働
き
が
不
安
定
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
尿
も
れ
に
限

ら
ず
、
頻
尿
・
膀
胱
に
違
和
感
が
あ
る

人
も
出
て
き
ま
す
。
尿
も
れ
は
命
に

関
わ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
・
恥

ず
か
し
い
と
い
う
理
由
か
ら
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
外
出
が

楽
し
め
な
い
・
お
も
い
っ
き
り
笑
え

な
い
な
ど
快
適
な
生
活
が
送
れ
な
い

人
も
い
ま
す
。
尿
も
れ
対
策
に
は
自

分
で
行
え
る
簡
単
な
体
操
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
な
り
に
く
い
生
活
習
慣
な

ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

次
号
で
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ちょっとモレ危険度チェック！

□太り気味である

□ふだんから便秘がちなほうだ

□水分をあまり取らない

□運動はほとんどしていない

□ストレスがたまっている

□生活が不規則だ

□疲れがたまっている

□ふだんからトイレが近い

□出産経験がある

次
号
は

～
尿
も
れ
の
お
話
・
後
編
～

尿
も
れ
対
策
法
・
治
療
法
・

快
適
グ
ッ
ズ
等
の
お
話
で
す
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ゲートボール大会開催　　　　  8/22
交通安全思想の普及と交通事故の未然防止に努めよう（瀬棚区）

　８月22日（金）、瀬棚区漁火公園ゲートボール場
において、「第22回北部檜山シルバー交通安全
ゲートボール大会」が開催されました。これは、せ
たな地区交通安全連合会（湯浅平男会長）が主催
し、交通安全思想の普及と、地域住民と高齢者の
交通事故の未然防止に努めることを目的として行
われているもので、せたな町と今金町から参加し
た8チーム、約50人の選手が、白熱したチームプ
レーを展開しました。
◎優　勝　今金Ｃチーム
◎準優勝　寿チーム（北檜山区）
◎第３位　高砂チーム（北檜山区）

ミニバスケットボールクラブ大活躍  8/23-24
今年の４月に合併しました

　函館地区5人制ミニバスケットボール大会（U-
10,U-11の部）が8月23日（土）、24日（日）の両
日函館市・北斗市で開催され、せたな町ミニバス
ケットボールクラブ（中飯敏弘監督・２５名）から
出場したチームが１位と３位に輝きました。
　U-10の部で優勝、U-11の部で３位入賞を果たし
た「せたな町ミニバスケットボールクラブ」は、
今年の4月、北檜山ミニバスケットボール少年団と
久遠小のせたなミニバスケットボールクラブが合
併して誕生。「今大会では手ごたえを感じ、今後の
活動に弾みをつけた。」と語る監督はすでに、全道
大会への道を見つめていました。

小学生新聞グランプリで入賞　  7/30
札幌で受賞してきました（瀬棚区）

　北海道新聞社等が主催する、手作り新聞コン
クール「第14回どうしん私とぼくの小学生新聞グ
ランプリ」で、馬場川小学校（瀬棚区）から応募
した西川淳君（２年生）と横山ちはるさん（３年
生）の作品が応募総数1万6,015点の中から入賞31
点のなかに選ばれました。西川淳君は、生活科の
授業の中で勉強した山菜について、生えている場
所や食べ方等を新聞にして特別賞の「ＴＶＨテレ
ビ北海道賞」を受賞、また横山ちはるさんは授業の
合間等に自分の大好きな豆について新聞を作り
「ユーモア賞」を受賞し７月３０日（水）、札幌で開
催された表彰式に出席して来ました。

台湾で開かれたアジア児童文学大会で発表  7/27
第５１回農民文学特別賞を受賞（瀬棚区）

　7月27日から台湾・台東市で開催された第9回アジア児童文学大
会に瀬棚区の大倉尚美さんが「土地倫理思考からの児童文学の未
来」というテーマで論文を発表しました。アジア１０ヶ国から約１５０
人の参加の中、英語・中国語・韓国語・日本語の４ヶ国語同時通
訳で本大会の主題"土、土、土"～生態、グローバル化と主体性～に
最も相応しいテーマで発表した大倉さんは、国内外で高い評価を
受けました。
　また、昨年出版した詩集「大地がほほえむとき」で今年の４月
に第51回農民文学特別賞を受賞。大倉さんは「アジアの国によっ
ては絵本や童話の児童文学に対する課題が多く、日本の役割は大
きいと感じた。賞をもらって一区切りつけて、これから新たな創
作活動をしていきたい」と語りました。
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実践型防犯教室が開催されました   8/27

ガラスを割る実験も行いました（瀬棚区）

　８月２７日（水）、瀬棚ふれあいセンターで「実践型防犯
教室」が開催されました。これは、せたな地区防犯協会
とせたな警察署とが主催となり行ったもので、道内でも
数少ない防犯設備士の資格を有している、防犯設備会社
「進栄ロックサービス（札幌市）」の高橋進代表と同社社
員が、施錠したドアを特殊工具で開ける「ピッキング」
や「サムターン回し」などの犯罪手口を実演しました。
　高橋代表は、「最近は、犯罪者が都会から田舎へ流れて
いく、流れ犯罪が増えてきている。田舎は、鍵もかけて
いない家も多く絶好の餌食になる。それを防ぐために
も、ドアの鍵を閉める習慣を身につけてください。」と強
調していました。

わっためがして運動会開催　　   9/7

爽やかな汗を流しました（大成区）

　９月７日（日）、今年で12回目をむかえる恒例行
事、「わっためがして運動会」が開催されました。　
　昨年まで黄・緑・青・ピンク色の４チーム編成
（地区別）で勝敗を競っていましたが、参加人数の
減少により紅白２チーム対抗で行われました。
　ニークな競技名でお馴染みのこの大会は、「引き
ぎわが肝心」と題されたこの競技、実はごく普通の
綱引きですがなぜかおもしろく、「目指せ江戸」で
は50歳以上の大先輩が小学生を相手にリレーで奮
闘するなど、年齢の壁を越え、楽しい時間を過ご
しました。

事比羅神社例大祭が行われました 9/9-10
１７０年を迎える（瀬棚区）

　９月９日、１０日に瀬棚区の「事比羅神社祭典例大
祭」が行われました。
　今年は天気も良く、１７０年を迎える節目の年という
こともあり、５台の山車が巡行し盛大なお祭りとな
りました。

真駒内神社例大祭 　　　　  9/14-15

素晴らしい秋晴れに恵まれた（北檜山区）

　五穀豊穣を祝い、北檜山区で最も盛大に執り
行われる「真駒内神社例大祭」が９月１４日、１５
日に行なわれました。
　昨年は大雨の中での運行でしたが、今年は素
晴らしい秋晴れの中、豪壮華麗な５台の山車や
御神輿が町内を練り歩き、この日のために一生
懸命練習してきた太鼓や舞踊を披露しました。
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二
〇
〇
八
年
が
明
け
て
一
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

異
常
な
少
雪
暖
冬
に
続
き
、
今
冬
も

同
傾
向
の
よ
う
で
灯
油
高
か
ら
歓
迎

も
さ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
冬

は
雪
が
な
い
と
不
都
合
な
面
も
多
々

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖

化
が
危
惧
さ
れ
、
全
世
界
的
な
防
止

対
策
が
緊
喫
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
に

よ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
報
告
書
は

「
温
暖
化
の
原
因
が
人
間
活
動
で
あ
る

可
能
性
は　

％
以
上
。
今
後
も
温
暖

９０

化
は
進
む
が
、
対
策
を
強
化
す
れ
ば

深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
国
首
脳
を
は
じ
め
と
し
、
各
国
政

府
関
係
者
、
報
道
機
関
、
警
備
関
係
者

等
々
膨
大
な
数
の
人
々
の
来
道
が
予

測
さ
れ
、
道
内
へ
の
経
済
効
果
も
試

算
さ
れ
る
な
ど
、
道
内
外
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道

と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会
議
（
会
長

高
橋
は
る
み
知
事
）
を
立
ち
上
げ
、
各

国
首
脳
と
の
交
流
事
業
「
未
来
へ
の

夢
、
世
界
と
の
絆
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
道
内
二
十
市
町
村
が
二
十
六
事
業

を
提
案
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
向
け
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
実
効
性
を
持
た

す
た
め
、
十
年
前
に
採
択
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）
」

の
達
成
が
難
し
い
国
際
状
況
も
あ
り

ま
す
が
、
「
温
暖
化
」
を
人
ご
と
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
論
調
査
で
も
九
割
以
上
の
人

が
「
生
活
習
慣
の
改
革
」
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
単
な
る

祭
り
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
売
り
と
す
る
北
海
道

の
未
来
の
た
め
環
境
保
全
、
温
暖
化

防
止
を
全
世
界
に
発
信
し
、
各
人
が

日
常
身
近
に
考
え
、
行
動
す
る
機
会

と
考
え
た
い
。

プププププププププププ

リリリリリリリリリリリ
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春
先
の
低
温
被
害
が
心
配
さ
れ
た

作
柄
も
順
調
に
推
移
し
、
出
来
秋
と

な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
燃
料
費
や
肥

料
代
の
値
上
が
り
な
ど
で
素
直
に
喜

べ
な
い
実
り
の
秋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
を
要
す
る
国
民
生
活

課
題
が
山
積
す
る
中
、
具
体
策
が
打

ち
出
さ
れ
な
い
ま
ま
混
迷
す
る
国
政

な
ど
、
世
間
は
極
め
て
慌
た
だ
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
八
月
に
教
育
委
員
会

で
は
「
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
活
動
に

関
す
る
町
民
の
意
識
調
査
」
を
行
い
ま

し
た
。
町
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体

を
は
じ
め
社
会
教
育
団
体
な
ど
、
二

千
九
百
余
名
を
対
象
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
複
数
団

体
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
く
、

回
収
率
は
三
〇
～
四
〇
％
程
度
と
見

込
ま
れ
ま
す
。
本
調
査
の
趣
旨
は
、

活
動
や
要
望
を
把
握
し
、
今
後
の
せ

た
な
町
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
推
進

計
画
策
定
に
資
す
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

三
町
合
併
後
三
年
を
経
過
し
、
こ

の
間
に
お
い
て
各
区
関
係
団
体
の
一

本
化
等
、
構
造
改
革
を
行
い
各
種
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
旧

来
の
事
業
の
継
続
な
ど
内
容
も
今
一

歩
マ
ン
ネ
リ
化
か
ら
脱
却
し
き
れ
な

い
等
の
反
省
か
ら
、
実
際
に
活
動
さ

れ
て
い
る
方
々
か
ら
の
貴
重
な
要
望

や
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

何
れ
に
し
て
も
、
結
果
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
担
当
部
局
で
の
吟

味
に
止
め
る
こ
と
な
く
、
社
会
教
育

委
員
の
会
や
文
化
財
保
護
委
員
会
な

ど
の
関
係
機
関
で
の
審
議
は
勿
論
、

広
く
町
民
に
開
か
れ
た
も
の
と
し
て

公
開
し
、
一
層
活
力
あ
る
生
涯
学
習

の
ま
ち
づ
く
り
の
契
機
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　８月１９日（火）、今年も５名の留学生（アメリ

カ・韓国・中国・香港・台湾）がせたな町に来町

し、３０日までの１２日間にわたり、ホストファミ

リー宅で過ごしました。

　滞在期間中は、せたな町内の視察研修や大津牧

場での体験学習、高齢者大学との交流や小倉山

小、玉川小、若松小との学校交流などに参加し、

日本の文化やせたな町の歴史を学びました。

せたな町国際交流のつどい

　８月３０日、ウィークエンド活動促進事業
「ティーボール交流大会」が、大成農村広場で行わ
れました。当日は晴天に恵まれ青空の下、４０名の
参加者が元気にティーボールを楽しみました。

ウィークエンド活動促進事業

ティーボール交流大会

　８月１４日（火）、ふれあいプラザにおいて、「平
成２０年度せたな町成人式」が開催されました。
　昭和６３年４月２日～平成元年４月１日に生まれ
た対象者９３名のうち、７５名が華やかなドレスや
スーツ姿などで出席しました。
　成人を代表して、大成区の杉村太輔さんと小松
崎彩さんが成人宣誓を行いました。
　成人を迎えられたみなさん、おめでとうござい
ます。

せたな町成人式開催
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生・涯・学・習 

　９月６日、大成区を会場に第２２回町民歩こう会が開催されま

した。この事業は、町民の体力向上・健康増進・相互の親睦を

深めることを目的としており、幼児から大人まで約１００名が参加

しました。コースは、平田内小学校から貝取澗キャンプ場まで

の約4.5㎞で、交通安全の呼びかけや国道沿いのゴミ拾い、自然

観察をしながら、約１時間半かけて歩きました。

●町民歩こう会第２弾は、１０月１２日（日）瀬棚区で行いますので、

町民みなさんのご参加を心よりお待ちしています。

町民歩こう会（大成会場）

　９月７日（日）、せたな町瀬棚区三杉グランドにて「檜山管内

スポーツフェスタサッカー競技の部」が開催されました。当日

は檜山管内５町６チームが参集し、スポーツの秋の一日に熱戦

を繰り広げました。なお、結果は以下のとおりです。

優　勝　江差町

準優勝　せたな町瀬棚ＦＣ

第３位　せたな町北檜山ＳＣ

　　　　上ノ国町

檜山管内スポーツフェスタサッカー競技の部
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ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
        

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜

山
職
業
相
談
室
へ
の　

月
の
職

１０

員
派
遣
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
大
成
区
の
方
の
管
轄
は
江

差
出
張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・　

月
１
日
昌
午
後
１
時
～
５
時

１０
・　

月
２
日
昭
午
前
９
時
～
正
午

１０
・　

月　

日
昌
午
後
１
時
～
５
時

１０

２９

・　

月　

日
昭
午
前
９
時
～
正
午

１０

３０

問
合
せ　

北
檜
山
職
業
相
談
室

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
７
２
４

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　

殺
０
１
３
７
・
６
２
・
２
５
０
９

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　

殺
０
１
３
９
・
５
２
・
０
１
７
８

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
  　
    

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　
　

月　

日
（
月
）
～　

月　

日

１０

２０

１０

２６

（
日
）
は
、「
秋
の
行
政
相
談
週

間
」
で
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、
国
の
役
所
や
特
殊
法
人
が

行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

困
っ
て
い
る
こ
と
、
納
得
で
き

な
い
こ
と
、
意
見
を
お
持
ち
の

方
は
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時
／　

月　

日
昭

１０

２３

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
ま
で

・
場
所
／
大
成
町
民
セ
ン
タ
ー

・
相
談
員
／
西
村
ス
ミ
子

●
日
時
／　

月　

日
昭

１０

２３

　

午
前
９
時
～
午
前　

時　

分

１１

３０

・
場
所
／
若
松
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

・
相
談
員
／
氏
家
忠
幸

●
日
時
／　

月　

日
昭　

１０

２３

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時　

分
３０

・
場
所
／
太
櫓
は
ま
な
す
荘

・
相
談
員
／
氏
家
忠
幸

問
合
せ　

せ
た
な
町
総
務
課

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

ご
利
用
く
だ
さ
い　
  　
         

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

八
雲
保
健
所
で
は
、
心
理
的

負
担
の
軽
減
（
解
消
）
と
精
神
疾

患
の
予
防
を
図
る
た
め
精
神
障

が
い
者
や
家
族
を
含
む
一
般
住

民
の
精
神
保
健
及
び
同
障
が
い

者
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
は
、
事
前
予
約

制
で
す
。

●
日
時
／　

月
９
日
昭

１０

　

午
後
１
時　

分
～
３
時

３０

●
場
所
／
八
雲
保
健
所

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ　

八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

　

殺
０
１
３
７
・
６
３
・
２
１
６
８

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
         

函
館
裁
判
所
出
張
手
続

案
内
の
開
催
に
つ
い
て

　

函
館
裁
判
所
か
ら
職
員
が
出

張
し
住
民
の
皆
様
を
対
象
と
し

た
出
張
手
続
案
内
を
行
い
ま

す
。（
予
約
制
）

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
日
時
／　

月　

日
昌

１０

１５

　

午
後
１
時
～
４
時

●
予
約
方
法
／　

月
８
日
ま
で

１０

に
函
館
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
長
ま
で
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

函
館
地
方
裁
判
所

　

殺
０
１
３
８
・
３
８
・
２
３
７
２

ご
確
認
く
だ
さ
い　
  　
         

　

月
は
、
労
働
保
険
適

１０用
促
進
月
間
で
す

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働

者
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増

進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

政
府
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い

る
保
険
で
す
。
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
。
労
働
保
険

の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
。
労

働
保
険
に
加
入
し
て
、
従
業
員

の
方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

北
海
道
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
適
用
室

　

殺
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

（有料広告）
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戸籍の窓口
（８月１日～８月３１日届出）

　この欄に掲載をしている方は、本人または

ご家族の了解を得ています。

人口と世帯

８月末現在（前月比）

（－２４）１０,２６５人人 口

（－１２）４,８５２人男

（－１２）５,４１３人女

（－１２）４,６５６世帯世 帯

お誕生おめでとう 　　　　

○山本　 葉月  ちゃん　（敬憲）小倉山
は づ き

○大根田 栞夏  ちゃん　（恭史）東大里１区
か ん な

○松原 虎太郎  く  ん　（孝樹）長　磯
こ た ろ う

ご結婚おめでとう　　 　　

　小野　直輝 さん　栄

　武田　智子 さん　栄

おくやみ申し上げます 　　

○林　　ヤヱ さん　（97歳）豊　岡

○片石　利秋 さん　（82歳）北檜山

○冨樫キン子 さん　（81歳）徳　島

○槙石マツヨ さん　（98歳）豊　岡

○紺野　勝郎 さん　（78歳）本町7区

○山下　一平 さん　（86歳）本町6区

○高田　重夫 さん　（76歳）元浦1区

○畑野　赫子 さん　（69歳）本町5区

○水越　　郁 さん　（82歳）三杉荘

○花田　サダ さん　（85歳）太　田

○早川　久三 さん　（84歳）貝取澗

○三上　ナミ さん　（96歳）宮　野

年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

■問い合わせ先／函館社会保険事務所 殺 0138-56-1165
・本庁町民児童課戸籍年金係 [担当/尾野] 殺 0137-84-5111（内線1137）
・瀬棚総合支所総務税務課戸籍年金係 [担当/竹内] 殺 0137-87-3311（内線3115）
・大成総合支所町民福祉課戸籍年金係 [担当/栄田] 殺 01398-4-5511（内線2158）

老齢基礎年金を受けられる加入期間を
満たしていない場合は

【問】老齢基礎年金を受けるのに必要な加入期
間を満たしていませんが、６０歳を過ぎても国
民年金に加入できますか？
【答】６０歳になれば、国民年金に加入する資格
を失いますが、老齢基礎年金を受けられる加入期間を満たしてい
ない場合は、６０歳を過ぎても国民年金に加入することができま
す。これを高齢任意加入被保険者といいます。
　高齢任意加入者は、日本国内に住所がある６０歳以上６５歳未満の
方が、６５歳までの間に任意に加入することができます。また、昭
和４０年４月１日以前に生れた方については、７０歳までの間に年金
を受けられる加入期間を満たすまで特例的に任意に加入すること
ができます。手続をしたときから加入することとなり、保険料を
納めないと資格を失います。

せたな消防署大成支署せたな消防署厚沢部消防署採用予定署
救急救命士  1名救急救命士  1名救急救命士  1名採用予定人員

昭和５9年4月2日～
昭和63年4月1日までに生まれた方

昭和５8年4月2日～昭和63
年4月1日までに生まれた方年　　齢

救急救命士の免許取得者若しくは平成
21年4月までに取得見込みの方（ただし
免許取得の合否にかかわらず4月1日採
用とする）

救急救命士の免許
取得者若しくは平
成21年4月までに取
得見込みの方

資格要件

普通自動車第1種免許取得者若しくは取得見込みの方
身長１６５cm以上、体重52kg以上
視力（矯正視力を含む）両眼で0.7以上かつ一眼でそれぞれ
0.3以上、色覚正常で心身健全な方

身体条件
（おおむね）

２．試験の内容と試験日
　　体力検査と面接試験（申込者に別途通知します。）
３．募集期間
　　平成２０年１０月６日（月）～平成２０年１０月２４日（金）
４．申込方法
　　備付の「申込書」に所定の事項を記入の上、受験票[写真貼付]
　と共に下記申込先に提出してください。
５．申込・問い合わせ先

１．採用予定消防署、予定人員及び受験資格など

平成21年度採用　檜山広域行政組合消防職員の募集について

殺0139-52-3026〒043-0052 江差町字茂尻町96番地檜山広域行政組合消防本部
殺0139-64-3064〒043-1113 厚沢部町新町207厚沢部消防署
殺0137-84-5709〒049-4501 せたな町北檜山区北檜山323-1せたな消防署
殺01398-4-5401〒043-0504 せたな町大成区都421せたな消防署大成支署

　

月
か
ら
変
わ
り
ま
す 　
　
    

１０政
管
健
保
は
「
協
会
け

ん
ぽ
」
に
変
わ
り
ま
す

　

政
府
管
掌
健
康
保
険
は
、
こ

れ
ま
で
国
（
社
会
保
険
庁
）
で
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、　

月
に

１０

新
た
に
全
国
健
康
保
険
協
会
が

設
立
さ
れ
、
協
会
が
運
営
し
ま

す
。
現
在
、
お
持
ち
の
被
保
険

者
証
は　

月
以
降
も
切
替
が
終

１０

了
す
る
ま
で
引
き
続
き
有
効
で

あ
り
、
保
険
給
付
の
内
容
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協
会
北

海
道
支
部
（
〒
0
6
0
‐
8
5
2
4

札
幌
市
北
区
７
条
西
４
‐
3
‐
1

新
北
海
道
ビ
ル
）

　

殺
0
1
1
・
7
2
6
・
0
3
5
2

灼



■
編
集
・
発
行
　
せ
た
な
町
政
策
調
整
課
広
報
統
計
係

〒
０４９
  -  ４５１２

　
久
遠
郡
せ
た
な
町
北
檜
山
区
徳
島
６３
番
地
１

志
０１３７

 - ８４
 - ５１１１

／
思
０１３７

 - ８４
 - ４６５７

▼
先
月
、
町
で
は
成
人
式
が
行
わ
れ
、

　

名
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

９３た
。
自
分
が
成
人
式
を
迎
え
た
と
き

は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
…
当
時
は
や
っ

ぱ
り
外
見
ば
か
り
を
気
に
し
て
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
し
た
り
、
不
規
則
な
生
活

を
し
て
い
た
と
反
省
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
特
集
で
学
ん
だ
「
食
育
」
の
こ

と
を
考
え
な
が
ら
食
欲
の
秋
を
迎
え

よ
う
と
思
い
ま
す
。

▼
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
多
彩
な
食

文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
、
親
か

ら
子
へ
そ
の
家
庭
の
味
が
伝
え
ら
れ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ

れ
は
、
手
か
ら
手
へ
伝
統
を
伝
え
る

「
手
伝
い
」
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
親
の
思
い

や
知
恵
な
ど
が
込
め
ら
れ
て
い
る
は

ず
で
す
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
こ
と

か
ら
み
ん
な
で
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
…

▼
表
紙
の
写
真
は
、
真
駒
内
神
社
例

大
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
「
太
鼓
合

戦
」
前
に
行
わ
れ
た
団
体
踊
り
の
様

子
で
す
。
こ
の
直
前
に
自
分
も
踊
り

に
参
加
し
て
い
た
の
で
、
本
当
は
こ

の
時
も
飛
び
入
り
で
参
加
し
た
い
気

持
ち
を
こ
ら
え
て
の
撮
影
で
し
た
。

カ
メ
ラ
を
持
ち
な
が
ら
、
マ
イ
ク
を

持
っ
た
り
、
花
笠
を
持
っ
た
り
ビ
ー

ル
を
持
っ
た
り
、
と
て
も
楽
し
い
お

祭
り
で
し
た
。（
乾
・
藤
谷
・
稲
船
）

編

集

後

記

広報
せ
た
な
　
2
0
0８
・１０
  N
o.３７

「らくのうこどもギャラリー」で全国一に！広報見聞録  

Koho - kenbunroku

　全国酪農業協同組合連合会と全国酪農青年女性会議共催の「第３５回
らくのうこどもギャラリー」で全国４７２点の応募作品の中から、馬場川
小学校から応募した岡崎可鈴さん（６年生）と横山ちはるさん（３年
生）の作品が入賞１２点の中に選ばれました。
　馬場川小学校では、毎年写生会で描いた作品を「らくのうこども
ギャラリー」に応募しており、今年も全校児童で牛を見に行き、自分
の気に入った牛を絵にしました。今年は、岡崎可鈴さんが特選（全国
一）に選ばれたほか、横山ちはるさんが入選に選ばれましました。

↑岡崎可鈴さんの作品　［特選］
タイトル「おとなしいジャージー」

↑横山ちはるさんの作品　［入選］
タイトル「牛舎でふるえる子牛」


